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10
月
15
日（
土
）南
風
原
中
学
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員（
委
員
長 

仲
井

真
黎れ
い

さ
ん
）
17
人
が
、
新
川
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人
千ち

尋ひ
ろ

会 

嬉う
れ
しの

里
を
訪

問
し
、
入
居
者
・
利
用
者
さ
ん
と
交

流
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
元
気
の
な
く
な
っ
た
高

齢
者
を
元
気
づ
け
た
い
」「
交
流
し
た

い
」
と
の
意
見
が
多
く
、
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
今
回
の
施
設

訪
問
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
前
学
習
と
し
て
、
嬉
の
里
の
職

員
、
平
良
望
さ
ん
を
学
校
に
招
き
、

施
設
の
概
要
や
介
護
を
受
け
る
高
齢

者
の
状
態
な
ど
写
真
を
見
せ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
や
し
た
い

こ
と
、
喜
ば
れ
る
も
の
は
何
か
を
相

談
し
ま
し
た
。
一
緒
に
踊
れ
る
よ
う

ゆ
っ
た
り
と
し
た
曲
を
選
ん
だ
り
、

懐
か
し
い
曲
を
メ
ド
レ
ー
に
し
て
踊

り
を
披
露
し
た
り
、
ま
た
昔
遊
び
の

け
ん
玉
や
折
り
紙
を
折
っ
た
り
、
と

高
齢
者
の
目
線
に
な
っ
て
余
興
を
考

え
て
い
ま
し
た
。

当
日
、
練
習
し
た
成
果
を
披
露
す

る
と
、
会
場
で
は
、
笑
顔
で
見
入
っ

た
り
、
手
拍
子
を
打
っ
た
り
、
ま
た

一
緒
に
踊
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
ん
い
る
様
子
が
見
ら
れ
大
成
功
で

し
た
！

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
お
じ
い

さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
、み
ん
な
元
気
で
、

私
た
ち
ま
で
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
」

「
お
年
寄
り
の
笑
顔
が
見
れ
て
、
さ
ら

に
私
た
ち
も
頑
張
ろ
う
と
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
」「
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
っ
て

く
れ
る
人
、
手
拍
子
を
し
て
く
れ
る

人
も
い
て
私
た
ち
も
楽
し
め
ま
し
た
」

「
ア
ン
コ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
、
一
緒
に

踊
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
、
み
ん
な
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

施
設
職
員
が
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
気
味
の

生
徒
た
ち
で
し
た
が
、
楽
し
く
余
興

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

南
風
原
中
学
校 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が 

嬉
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問

ご寄附・ご寄贈ありがとうございました

寄贈　（令和4年9月1日～9月30日まで）
● �南星中学校ボランティア委員会様�
��������������������������������������������������������フードドライブ実施

●沖縄ヤクルト㈱様����������������������ヤクルト3,000本
●ADEMOK様�������������������������������������������������������������パン
●壺やきいも専門店くり太郎様����������������やきいも
●㈱ダイワコーポレーション様�����������お菓子36箱

その他、個人の方から食料品・生活用品・野菜
の寄贈がありました。ありがとうございます。

寄附　（令和4年10月1日から10月31日まで）

［香典返し］
● �野原薫様（字兼城）�������������������������������������������� 10万円�
故父・野原廣

こう

和
わ

様の香典返しとして
● �玉城信子様（字宮城）����������������������������������������３万円�
故義母・玉城フジ子様の香典返しとして

［一般寄附］
●玉城勇様（字宮城）�������������������������������������������� 10万円
● �真志喜トミ様（字大名）�����������������������������������５万円�
カジマヤーを記念して

● �南風原町商工会�会長�金城宏孝様������������� 10万円�
地域活性化＆チャリティー
ゴルフ大会寄附として

● �宮城晟
せい

矢
や

様（字宮平）�
�������������������������������������������１万円

12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
運
動
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
附
金
は
、
新
た
な
年
を
安
心
し
て
、
あ
た

た
か
い
気
持
ち
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
へ
激
励
金
と
し

て
配
分
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
す
る
友
愛
訪
問
活
動
の
一
環
と
し
て
、
必

要
な
世
帯
へ
歳
末
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
別
募
金
：
一
世
帯
あ
た
り
２
０
０
円
を
目
安

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
域
募
金
：
課
長
以
上
１
，０
０
０
円
、
一
般
職

員
５
０
０
円
を
目
安
に
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
22
日
か
ら
始
ま
っ
た

手
話
講
座
（
全
５
回
）
が
終
了

し
ま
し
た
。

受
講
生
の
中
に
は
「
障
が

い
を
も
っ
た
孫
と
話
が
し
た

い
か
ら
」「
街
中
で
聴
覚
に
障

が
い
が
あ
り
手
助
け
が
必
要

な
方
に
声
掛
け
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
受
講
を
希
望
さ

れ
た
方
が
い
て
、
意
欲
を
感

じ
ま
し
た
。

講
師
の
中
村
成せ

い

将し
ょ
う

先
生

か
ら
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に

手
話
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
手
話
通
訳
の 

與
那
嶺
恵
美
子
さ
ん
も
受
講

生
か
ら
く
る
質
問
な
ど
を
講

師
に
伝
え
た
り
答
え
た
り
と

楽
し
そ
う
に
や
り
と
り
し
て

い
ま
し
た
。

受
講
生
の
平
良
智
子
さ
ん

は
「
意
思
疎
通
支
援
が
必
要

な
方
の
付
き
添
い
な
ど
同
行

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の
意
気

込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
終
了

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う 

あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り

～
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
～

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
困
難
の
多
い
日
常
を
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
地
域
の
支
え
あ
い
、
助
け
あ
い
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
と
お
し
て
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
参
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

目標額 1,900,000円

お問い合わせ：�沖縄県共同募金会南風原町共同募金委員会　南風原町社会福祉協議会�
TEL.（098）889-3213（担当：比嘉、赤嶺）

講
師
の
中
村
氏
（
前
列
左
か
ら
3
番
目
）、
手

話
通
訳
の
與
那
嶺
氏（
前
列
左
か
ら
4
番
目
）、

前
川
社
協
会
長
（
前
列
左
か
ら
2
番
目
）
と
受

講
生
の
み
な
さ
ん

写真左から宮城晟矢さん、父、力様
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10月18日(火)南風原中学校２学年を対象とした「職
業人講話」が実施されました。

公務員や美容関係などのさまざまな職種があるな
か、医療・福祉コースを選択した生徒３４人に南風原
町社会福祉協議会で社会福祉士として働く当職員２
人が職業についての講話を行いました。

前半は、社会福祉士の仕事内容や仕事をする上で
気を付けていること、職員それぞれの進路選択、や
りがいなどについて説明しました。

後半のワークショップでは、６グループに分かれ
て、一つの事例を通してその方が困っていることは

何かを見つけ、社会福祉
士として何ができるのか
をグループで考え、発表
してもらいました。

生徒からは「栄養が偏っ
ているから、訪問看護に
相談しよう」「〇〇がない
から、○○に相談してみ
よう」「寂しいと思うから
地域のボランティアにつ

なげよう」など、活発な
意見がでました。

社会福祉士は相談者
の困りごとを一緒に整
理し、関係機関等とつ
ながりながら課題解決
に向けて伴走型の支援
を行います。実際のワー
クショップを通して相
談援助について、体験
してもらうことができたのではないでしょうか。

新型コロナウイルスの影響もあり例年行われてい
る職場体験ができないなか、たくさんの職業を知り、
体験する貴重な機会になったと思います。

5/11（水）南風原小学校４年生を対象に福祉講話
（福祉とは？ユニバーサルデザインとは？）を行いま
した。講話後の感想を紹介します。

北丘小学校では5/13（金）に福祉講話（福祉と
は？）、6/24（金）にはアイマスク体験を４年生を対
象に行いました。

いつも当たり前と思っている物
や場所は、ユニバーサルデザイ
ンで考えられたものかもしれな
いということもわかりました。

福祉せん用の職場があること
におどろきました。そして身近
に福祉があるんだとわかりまし
た。ぼくもこの機会に、福祉
について調べたいです。

アイマスク体験をして、
視覚障がい者をサポー
トする人は、いろんな
工夫をしていることが
わかりました。

10月23日（日）ちむぐくる館にて町母子寡
婦福祉会ハロウィンパーティーが開催され、
13世帯30人が参加しました。

参加者はそれぞれ好きな仮装をして集合！
今回は子供たちが主体となって、楽しみなが
らゲームやくじ引きがくじ引きが進行し、親

子や子ども達同士での楽しいパーティーとな
りました。

子供たちからは「一生懸命ゲームのお手伝い
頑張って疲れた～。でも楽しかった！またやり
たいなぁ～」とお菓子やくじ引きでの景品も沢
山ゲットし、大満足の笑顔でいっぱいでした♪

去る10月28日（金）に、“介護生活を考える「あだ
んの会糸満」”と“南風原町介護者の会 にじの会”の交
流会が3年ぶりに開催されました。

今回は南風原町の会員が糸満の会員をおもてなし
し、南風原町にあるサザンヒルボウリング場でボウ
リング交流会を行いました。

32名の参加者がボウリング場でストライクやスペア
で盛り上がり、グータッチをする姿やゆんたく（おしゃ

べり）している姿が見られました。
また、ボウリングをされていない見学者は見学者

同士でゆんたくし親睦を深め、最後の記念撮影後の
解散の時もゆんたくしているのが印象的で、「良い交
流会になったよ！」「ボウリングがとても楽しかった
よ！」「来年糸満に行くのが楽しみだよ！」などの声
があり、両会員ともリフレッシュした様子で有意義
な交流会となりました。

南風原中学校
〈２学年総合〉職業人講話 ～ 社会福祉士 ～

町母子寡婦福祉会ハロウィン交流会

福祉出前講座 『福祉とは？』

講話をきく様子

南中職業人講話「講師集合写真」

フリスビーでストラックアウトゲームお楽しみのくじ引き「何が当たるかな〜」

グループで話し合い♪

皆んな集まってくださ〜
い、ハイポーズ

見学者同士で楽しくゆんたく！！

久しぶりのボウリング！頑張るぞ〜

これからぼくができるこ
とは、積極的にいろん
な人にあいさつをするよ
うがんばります。

これからぼくができることは、せめてぼくの家族のくらし
を幸せにするためにがんばります。

福祉は、障がいがある
人も含めて、みんなが幸
せに過ごせる思いやりの
力だとわかりました。

福 祉 は 障 が い 者 や 
自分のものだけでな
く、１人ひとりのもの
だとわかりました。

介護者の会「あだんの会糸
いち ま ん

満」・「にじの会」交流会

アイマスク体験
をして、目の見
え な い 人 の 気
持ちが少しだけ
わかりました。

~ユニバーサルデザインへの感想~
南風原小学校 4年生

~アイマスク体験での感想~
北丘小学校 4年生

令和4年度
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10月18日(火)南風原中学校２学年を対象とした「職
業人講話」が実施されました。

公務員や美容関係などのさまざまな職種があるな
か、医療・福祉コースを選択した生徒３４人に南風原
町社会福祉協議会で社会福祉士として働く当職員２
人が職業についての講話を行いました。

前半は、社会福祉士の仕事内容や仕事をする上で
気を付けていること、職員それぞれの進路選択、や
りがいなどについて説明しました。

後半のワークショップでは、６グループに分かれ
て、一つの事例を通してその方が困っていることは

何かを見つけ、社会福祉
士として何ができるのか
をグループで考え、発表
してもらいました。

生徒からは「栄養が偏っ
ているから、訪問看護に
相談しよう」「〇〇がない
から、○○に相談してみ
よう」「寂しいと思うから
地域のボランティアにつ

なげよう」など、活発な
意見がでました。

社会福祉士は相談者
の困りごとを一緒に整
理し、関係機関等とつ
ながりながら課題解決
に向けて伴走型の支援
を行います。実際のワー
クショップを通して相
談援助について、体験
してもらうことができたのではないでしょうか。

新型コロナウイルスの影響もあり例年行われてい
る職場体験ができないなか、たくさんの職業を知り、
体験する貴重な機会になったと思います。

5/11（水）南風原小学校４年生を対象に福祉講話
（福祉とは？ユニバーサルデザインとは？）を行いま
した。講話後の感想を紹介します。

北丘小学校では5/13（金）に福祉講話（福祉と
は？）、6/24（金）にはアイマスク体験を４年生を対
象に行いました。

いつも当たり前と思っている物
や場所は、ユニバーサルデザイ
ンで考えられたものかもしれな
いということもわかりました。

福祉せん用の職場があること
におどろきました。そして身近
に福祉があるんだとわかりまし
た。ぼくもこの機会に、福祉
について調べたいです。

アイマスク体験をして、
視覚障がい者をサポー
トする人は、いろんな
工夫をしていることが
わかりました。

10月23日（日）ちむぐくる館にて町母子寡
婦福祉会ハロウィンパーティーが開催され、
13世帯30人が参加しました。

参加者はそれぞれ好きな仮装をして集合！
今回は子供たちが主体となって、楽しみなが
らゲームやくじ引きがくじ引きが進行し、親

子や子ども達同士での楽しいパーティーとな
りました。

子供たちからは「一生懸命ゲームのお手伝い
頑張って疲れた～。でも楽しかった！またやり
たいなぁ～」とお菓子やくじ引きでの景品も沢
山ゲットし、大満足の笑顔でいっぱいでした♪

去る10月28日（金）に、“介護生活を考える「あだ
んの会糸満」”と“南風原町介護者の会 にじの会”の交
流会が3年ぶりに開催されました。

今回は南風原町の会員が糸満の会員をおもてなし
し、南風原町にあるサザンヒルボウリング場でボウ
リング交流会を行いました。

32名の参加者がボウリング場でストライクやスペア
で盛り上がり、グータッチをする姿やゆんたく（おしゃ

べり）している姿が見られました。
また、ボウリングをされていない見学者は見学者

同士でゆんたくし親睦を深め、最後の記念撮影後の
解散の時もゆんたくしているのが印象的で、「良い交
流会になったよ！」「ボウリングがとても楽しかった
よ！」「来年糸満に行くのが楽しみだよ！」などの声
があり、両会員ともリフレッシュした様子で有意義
な交流会となりました。

南風原中学校
〈２学年総合〉職業人講話 ～ 社会福祉士 ～

町母子寡婦福祉会ハロウィン交流会

福祉出前講座 『福祉とは？』

講話をきく様子

南中職業人講話「講師集合写真」

フリスビーでストラックアウトゲームお楽しみのくじ引き「何が当たるかな〜」

グループで話し合い♪

皆んな集まってくださ〜
い、ハイポーズ

見学者同士で楽しくゆんたく！！

久しぶりのボウリング！頑張るぞ〜

これからぼくができるこ
とは、積極的にいろん
な人にあいさつをするよ
うがんばります。

これからぼくができることは、せめてぼくの家族のくらし
を幸せにするためにがんばります。

福祉は、障がいがある
人も含めて、みんなが幸
せに過ごせる思いやりの
力だとわかりました。

福 祉 は 障 が い 者 や 
自分のものだけでな
く、１人ひとりのもの
だとわかりました。

介護者の会「あだんの会糸
いち ま ん

満」・「にじの会」交流会

アイマスク体験
をして、目の見
え な い 人 の 気
持ちが少しだけ
わかりました。

~ユニバーサルデザインへの感想~
南風原小学校 4年生

~アイマスク体験での感想~
北丘小学校 4年生

令和4年度
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10
月
15
日（
土
）南
風
原
中
学
校
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員（
委
員
長 

仲
井

真
黎れ
い

さ
ん
）
17
人
が
、
新
川
に
あ
る

社
会
福
祉
法
人
千ち

尋ひ
ろ

会 

嬉う
れ
しの

里
を
訪

問
し
、
入
居
者
・
利
用
者
さ
ん
と
交

流
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
話
し
合
っ
た
と
こ
ろ
、

「
コ
ロ
ナ
禍
で
元
気
の
な
く
な
っ
た
高

齢
者
を
元
気
づ
け
た
い
」「
交
流
し
た

い
」
と
の
意
見
が
多
く
、
感
染
予
防

対
策
を
徹
底
し
な
が
ら
今
回
の
施
設

訪
問
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

事
前
学
習
と
し
て
、
嬉
の
里
の
職

員
、
平
良
望
さ
ん
を
学
校
に
招
き
、

施
設
の
概
要
や
介
護
を
受
け
る
高
齢

者
の
状
態
な
ど
写
真
を
見
せ
て
も
ら

い
な
が
ら
、
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
、
３
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
や
し
た
い

こ
と
、
喜
ば
れ
る
も
の
は
何
か
を
相

談
し
ま
し
た
。
一
緒
に
踊
れ
る
よ
う

ゆ
っ
た
り
と
し
た
曲
を
選
ん
だ
り
、

懐
か
し
い
曲
を
メ
ド
レ
ー
に
し
て
踊

り
を
披
露
し
た
り
、
ま
た
昔
遊
び
の

け
ん
玉
や
折
り
紙
を
折
っ
た
り
、
と

高
齢
者
の
目
線
に
な
っ
て
余
興
を
考

え
て
い
ま
し
た
。

当
日
、
練
習
し
た
成
果
を
披
露
す

る
と
、
会
場
で
は
、
笑
顔
で
見
入
っ

た
り
、
手
拍
子
を
打
っ
た
り
、
ま
た

一
緒
に
踊
る
方
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
楽

し
ん
い
る
様
子
が
見
ら
れ
大
成
功
で

し
た
！

参
加
し
た
生
徒
か
ら
は「
お
じ
い

さ
ん
、お
ば
あ
さ
ん
、み
ん
な
元
気
で
、

私
た
ち
ま
で
笑
顔
に
な
り
ま
し
た
」

「
お
年
寄
り
の
笑
顔
が
見
れ
て
、
さ
ら

に
私
た
ち
も
頑
張
ろ
う
と
元
気
を
も

ら
い
ま
し
た
」「
ノ
リ
ノ
リ
で
踊
っ
て

く
れ
る
人
、
手
拍
子
を
し
て
く
れ
る

人
も
い
て
私
た
ち
も
楽
し
め
ま
し
た
」

「
ア
ン
コ
ー
ル
を
も
ら
っ
て
、
一
緒
に

踊
っ
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
な
ど

の
感
想
が
あ
り
、
み
ん
な
満
足
し
て

い
ま
し
た
。

施
設
職
員
が
一
緒
に
盛
り
上
げ
て

く
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
緊
張
気
味
の

生
徒
た
ち
で
し
た
が
、
楽
し
く
余
興

を
す
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

南
風
原
中
学
校 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
委
員
会
が 

嬉
の
里
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
を
訪
問

ご寄附・ご寄贈ありがとうございました

寄贈　（令和4年9月1日～9月30日まで）
● �南星中学校ボランティア委員会様�
��������������������������������������������������������フードドライブ実施

●沖縄ヤクルト㈱様����������������������ヤクルト3,000本
●ADEMOK様�������������������������������������������������������������パン
●壺やきいも専門店くり太郎様����������������やきいも
●㈱ダイワコーポレーション様�����������お菓子36箱

その他、個人の方から食料品・生活用品・野菜
の寄贈がありました。ありがとうございます。

寄附　（令和4年10月1日から10月31日まで）

［香典返し］
● �野原薫様（字兼城）�������������������������������������������� 10万円�
故父・野原廣

こう

和
わ

様の香典返しとして
● �玉城信子様（字宮城）����������������������������������������３万円�
故義母・玉城フジ子様の香典返しとして

［一般寄附］
●玉城勇様（字宮城）�������������������������������������������� 10万円
● �真志喜トミ様（字大名）�����������������������������������５万円�
カジマヤーを記念して

● �南風原町商工会�会長�金城宏孝様������������� 10万円�
地域活性化＆チャリティー
ゴルフ大会寄附として

● �宮城晟
せい

矢
や

様（字宮平）�
�������������������������������������������１万円

12
月
１
日
か
ら
31
日
ま
で
歳
末
た
す
け
あ
い

運
動
が
始
ま
り
ま
す
。
こ
の
運
動
に
寄
せ
ら
れ

た
寄
附
金
は
、
新
た
な
年
を
安
心
し
て
、
あ
た

た
か
い
気
持
ち
で
迎
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

日
常
生
活
に
困
っ
て
い
る
世
帯
へ
激
励
金
と
し

て
配
分
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
ひ
と
り
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
を

訪
問
す
る
友
愛
訪
問
活
動
の
一
環
と
し
て
、
必

要
な
世
帯
へ
歳
末
弁
当
を
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

趣
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

戸
別
募
金
：
一
世
帯
あ
た
り
２
０
０
円
を
目
安

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

職
域
募
金
：
課
長
以
上
１
，０
０
０
円
、
一
般
職

員
５
０
０
円
を
目
安
に
お
願
い
し
ま
す
。

9
月
22
日
か
ら
始
ま
っ
た

手
話
講
座
（
全
５
回
）
が
終
了

し
ま
し
た
。

受
講
生
の
中
に
は
「
障
が

い
を
も
っ
た
孫
と
話
が
し
た

い
か
ら
」「
街
中
で
聴
覚
に
障

が
い
が
あ
り
手
助
け
が
必
要

な
方
に
声
掛
け
し
た
い
」
と

い
う
こ
と
で
受
講
を
希
望
さ

れ
た
方
が
い
て
、
意
欲
を
感

じ
ま
し
た
。

講
師
の
中
村
成せ

い

将し
ょ
う

先
生

か
ら
一
人
ひ
と
り
丁
寧
に

手
話
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
手
話
通
訳
の 

與
那
嶺
恵
美
子
さ
ん
も
受
講

生
か
ら
く
る
質
問
な
ど
を
講

師
に
伝
え
た
り
答
え
た
り
と

楽
し
そ
う
に
や
り
と
り
し
て

い
ま
し
た
。

受
講
生
の
平
良
智
子
さ
ん

は
「
意
思
疎
通
支
援
が
必
要

な
方
の
付
き
添
い
な
ど
同
行

支
援
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

こ
と
を
目
標
に
し
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
へ
の
意
気

込
み
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

令
和
４
年
度 

手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
終
了

み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う 

あ
た
た
か
い
地
域
づ
く
り

～
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
～

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
を
受
け
、
困
難
の
多
い
日
常
を
お
過

ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
こ
う
い
う
時
だ
か
ら

こ
そ
地
域
の
支
え
あ
い
、
助
け
あ
い
が
重
要
と
な
り

ま
す
。
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
を
と
お
し
て
、
福
祉

の
ま
ち
づ
く
り
に
ご
参
加
、
ご
協
力
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
心
よ
り
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

目標額 1,900,000円

お問い合わせ：�沖縄県共同募金会南風原町共同募金委員会　南風原町社会福祉協議会�
TEL.（098）889-3213（担当：比嘉、赤嶺）

講
師
の
中
村
氏
（
前
列
左
か
ら
3
番
目
）、
手

話
通
訳
の
與
那
嶺
氏（
前
列
左
か
ら
4
番
目
）、

前
川
社
協
会
長
（
前
列
左
か
ら
2
番
目
）
と
受

講
生
の
み
な
さ
ん

写真左から宮城晟矢さん、父、力様
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